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お
雇
い
外
国
人
の
見
た
日
本
①

青
年
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
ル
ー
ツ
探
し

ア
ー
ネ
ス
ト
・
Ｆ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
ハ

ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
卒
業
の
一
八
七
四
年
同

期
会
誌
に
寄
せ
た
「
自
己
紹
介（
２
）」
に
よ
れ

ば
、
故
郷
セ
ー
ラ
ム
の
旧
家
の
長
女
で
あ

っ
た
メ
ア
リ
ー
・
シ
ル
ス
ビ
ー
、
母
方
の

系
図
は
明
ら
か
で
、
係
累
も
ボ
ス
ト
ン
周

辺
に
多
い
が
、
ス
ペ
イ
ン
移
民
の
音
楽
家
、

ピ
ア
ノ
・
オ
ル
ガ
ン
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
マ
ヌ

エ
ル
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
チ
リ
ア
コ
・
フ

ェ
ノ
ロ
サ
、
父
方
の
祖
先
に
つ
い
て
は
曖

昧
模
糊
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
冒
頭
か
ら

唐
突
に
次
の
よ
う
な
空
想
に
走
る
。

ア
メ
リ
カ
原
住
民
、
特
に
彼
ら
の
中
、

文
明
度
の
高
い
部
族
に
対
す
る
私
の
関
心

は
常
に
高
か
っ
た
。
思
う
に
、
彼
ら
の
物

語
は
そ
の
愛
、
闘
い
、
憧
憬
や
発
展
と
と

も
に
、
も
っ
と
知
ら
れ
た
諸
国
民
の
年
代

記
が
提
供
す
る
以
上
に
感
銘
深
い
人
間
性

の
歴
史
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
ま
た
そ
の
美
、

豊
か
に
息
づ
く
自
然
誌
、
そ
の
一
部
を
な

す
有
色
の
子
供
た
ち
と
と
も
に
、
未
発
見

の
ア
メ
リ
カ
は
、
そ
れ
自
体
自
然
で
あ
り

な
が
ら
、
世
界
全
体
を
見
渡
す
時
、
そ
の

近
親
性
に
よ
り
私
た
ち
の
目
を
く
ら
ま
し
、

自
然
に
敵
対
す
る
よ
う
に
見
え
る
東
洋
文

明
の
偏
見
と
慣
習
に
曇
り
染
ま
る
こ
と
な

ア
ー
ネ
ス
ト
・Ｆ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ

京
都
大
学
名
誉
教
授

村
形
明
子

い
ま
学
ぶ
べ
き
、媒
介
の
精
神

日
本
の
美
を
見
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
心

文
明
開
化
に
明
け
暮
れ
た
明
治
は
〝
日
本
の
美
〞
の
危
機
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
そ
の
危
機
を
前
に
、
伝
統
芸
術
の
再
生
と
世
界
へ
の
紹
介
に
身
を
捧
げ
た
。

彼
は
自
分
自
身
に
つ
い
て
、
こ
ん
な
不
思
議
な
問
い
か
け
を
残
し
て
い
る
。

「
し
か
し
知
ら
れ
な
い
の
が
最
上
の
知
識
を
、
彼
に
も
た
ら
す
私
は
い
っ
た
い
何
者
な
の
か
│
│（
１
）」
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く
、
世
界
と
人
間
の
最
も
真
実
な
イ
メ
ー

ジ
を
提
供
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ

で
私
は
わ
が
祖
先
の
一
部
を
そ
れ
ら
の
種

族
に
見
出
せ
な
い
か
と
よ
く
考
え
た
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
単
に
そ
の
可
能
性
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
祖
先
の
強
力
な
蓋

然
性
を
与
え
る
鍵
を
見
つ
け
た
。

わ
が
曾
曾
曾
曾
曾
曾
曾
曾
曾
曾
曾
曾
曾

（
お
よ
そ
そ
の
辺
の
）
祖
父
は
コ
ル
テ
ス
の

遠
征
の
頃
の
メ
キ
シ
コ
、
ト
ラ
ス
カ
ラ
ン

族
の
族
長
、
ヒ
コ
テ
ン
カ
ト
ル
と
信
ず
る

に
至
っ
た
。
そ
の
族
長
が
ス
ペ
イ
ン
人
キ

ャ
プ
テ
ン
ア
ル
ヴ
ァ
ラ
ド
に
洗
礼
名
ル
イ

ー
ザ
と
い
う
娘
を
与
え
た
の
だ
。（
中
略
）

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
は
ア
メ
リ

カ
発
見
の
初
期
ス
ペ
イ
ン
船
団
の
一
つ
に

所
属
す
る
ペ
ナ
ロ
サ
と
い
う
水
先
案
内
人

に
言
及
し
て
い
る
。

こ
の
後
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
引
用
最
後
の

部
分
を
記
憶
違
い
と
訂
正
し
て
「
さ
ら
な

る
調
査
の
結
果
、
グ
リ
ヤ
ル
バ
の
ユ
カ
タ

ン
遠
征
の
監
督
官
が
ペ
ナ
ロ
サ
と
い
う
名

前
だ
っ
た
、
と
ベ
ル
マ
ル
・
デ
ィ
ア
ス
が

言
っ
て
お
り
、
ア
ル
ヴ
ァ
ラ
ド
は
同
じ
遠

征
の
隊
員
で
あ
っ
た
」
と
付
記
し
て
い
る
。

ア
ル
ヴ
ァ
ラ
ド
と
ル
イ
ー
ザ
・
ヒ
コ
テ
ン

カ
ト
ル
夫
妻
が
近
代
ス
ペ
イ
ン
の
ほ
と
ん

ど
の
貴
族
の
多
く
の
祖
先
で
あ
り
、
過
去

三
百
年
の
間
に
姓
が
改
変
し
、
今
日
南
ス

ペ
イ
ン
の
貴
族
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
家
は
ア
ル

ヴ
ァ
ラ
ド
直
系
の
子
孫
と
称
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
だ
が
、
い
か
に
も
歯
切
れ
の

悪
い
父
祖
伝
で
は
あ
る
。

こ
こ
で
は
引
用
部
分
の
日
本
と
の
関
わ

り
に
留
め
る
が
、
青
年
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
い

う
「
そ
れ
自
体
自
然
で
あ
り
な
が
ら
、
世

界
全
体
を
見
渡
す
時
、
そ
の
近
親
性
に
よ

り
私
た
ち
の
目
を
く
ら
ま
し
、
自
然
に
敵

対
す
る
よ
う
に
見
え
る
東
洋
文
明
の
偏
見

と
慣
習
」
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
は
当
時
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

と
称
さ
れ
て
い
た
原
住
民
を
、
イ
ギ
リ
ス

植
民
地
イ
ン
ド
に
リ
ン
ク
す
る
東
洋
的
蔑

称
か
ら
解
放
し
な
が
ら
、「
高
貴
な
野
蛮

人
」
の
美
称
を
冠
せ
、
自
ら
の
父
系
の
曖

昧
な
ル
ー
ツ
探
し
に
利
用
し
よ
う
と
図
っ

た
中
で
の
否
定
的
東
洋
イ
メ
ー
ジ
と
い
え

よ
う
。
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